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の歴史は，昭和 24 年に地元有志により雲雀丘小学校創立委員会設置に始まり，昭和 25 年に学校法人雲雀丘学




している縁がもとで，平成 24年度から 27年度まで，毎年 8月初旬に 2泊 3日の日程で，雲雀丘学園中学校高
等学校（以降，雲雀丘学園と略す）の生徒の希望者を対象に，本学教員の協力を得て，研究室での研究体験型
教育プログラム「雲雀丘学園サイエンス・キャンプ in鳥取大学」（雲雀丘学園の要望により，平成 26年度から




2．「雲雀丘学園 Academic Summer in鳥取大学」の概要 
 この教育プログラムは，毎年，事前に雲雀丘学園の校長が本学を訪問し，本学学長に協力依頼を行い，学長






 平成 26年度は平成 26年 8月 4日（月）～6日（水）の日程で，鳥取キャンパス（地域学部・農学部・工学部）
（鳥取市湖山町南４丁目 101）及び米子キャンパス（医学部・生命機能研究支援センター）（米子市西町 86）で，
雲雀丘学園の生徒 20名（高 2生 5名，高 1生 8名，中 3生 7名）を対象に実施した。宿泊施設は，前年度と同
様に鳥取キャンパス生徒用として湖山クラブ（鳥取キャンパス内），米子キャンパス生徒用として米子全日空ホ
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3 寳來佐和子　准教授 地域学部地域環境学科循環型環境学講座 毛髪と食品の水銀分析 8 木場智史　講師







1 岡本芳晴　教授 農学部共同獣医学科臨床獣医学講座 血液を調べる 6 生命機能研究支援センター 遺伝子実験を体験しよう
班 指導教員 所属部署 研究体験テーマ 班 指導教員
表1 雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2014（平成26年）の指導教員と研究テーマ 
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写真1 岡本芳晴 班（農学部附属動物医療センター） 写真2 原 豊＆田村公太朗 班 
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 写真3 寳來佐和子 班 写真4 石谷孝二 班（地域学部附属芸術文化センター）
写真5 山下博樹 班 写真6 乾燥地研究センターの紹介講義 [辻本壽教授] 
写真７ 鳥取砂丘を散策した後，記念撮影をする生徒たちと同行の教員 
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 平成 27年度は平成27年 8月 3日（月）～5日（水）の日程で，平成26年度と同様に，鳥取キャンパス及び




写真8 難波栄二＆足立香織 班 写真9 久郷裕之 班 
写真10 木場智史 班 写真11 景山誠二 班 
写真12 三浦典正 班 写真13 ロボット手術の講義 [武中篤教授] 
−　91　−









































表4 鳥取キャンパス研究体験概要（雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2015（平成27年）） 
表5 米子キャンパス研究体験概要（雲雀丘学園Academic Summer in 鳥取大学2015（平成27年））  
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写真14 中島廣光理事，指導教員と共に記念撮影をする雲雀丘学園の生徒たち [広報センター前] 
写真15 伊藤敏幸 班 写真16 渡邉文雄 班 
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写真17 菌類きのこ遺伝資源研究センター見学 [中桐昭 センター長] 













































写真20 中本幸子 班 写真21 大西一成 班 
写真24 米子キャンパス研究体験発表会 [発表者:久郷裕之 班，会場:医学部421講義室] 
写真23 畠義郎 班 写真22 三浦典正 班 
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を同校に招き，生徒および保護者も対象に様々な専門分野の出張講義「One Day College」を実施している 5)。
本学からの講師は，平成 22 年 1 名，平成 23 年１名，平成 24 年 2 名，平成 25 年 2名，平成 26 年 3 名，平成
27年 3名と増加している。平成23年から筆者は毎年参加し，筆者のほかは本教育プログラムの指導教員経験者
が講師となっており，雲雀丘学園と本学の連携強化の証であると考えている。  




入試年度 志願者数 受験者数 入学者数
平成 23 年度  1  0 0 
平成 24 年度 11  6 1 
平成 25 年度 11  8 1 
平成 26 年度 26 19 7 
平成 27 年度 19 12 3 
 
 表 8 より，最近過去 5 年間の間に，雲雀丘学園から本学入試に対する志願者数，受験者数，入学者数は明ら
かな増加傾向が見られる。特に，平成 25 年度から平成 26 年度に，志願者数は 2.4 倍，受験者数は 2.4 倍，入
学者数は 7.0 倍に増加した。この増加傾向は，主にこの教育プログラムの実施によって，雲雀丘学園の生徒に
鳥取大学の研究教育の知名度と評価が上昇したと考えている。また，雲雀丘学園の出張講義「One Day College」
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力の強化には大切であると考えている。 























の紹介，大学教育研究年報 第19号，pp．43-58，鳥取大学 大学教育支援機構教育センター，2014．  
３） http://www.nichinoken.co.jp/company/kansai/index.html 
４） 日能研：本物の学びを追求する，中高大連携の新たなカタチ！Academic Summer 2014 雲雀丘学園×鳥取大学，N３ AUTUMN 
2014，pp．16-19． 
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